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独立行政法人農業技術研究機構中期計画（抜粋）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

運営費交付金で行う事業については、中期目標の期間中、毎年度平均で、少なくとも

前年度比１％の経費節減を行う。

１ 評価・点検の実施

① 外部専門家・有識者等を活用し、毎年度の報告に先立ち、自ら点検を行う。

② 主要な研究については、研究の推進方策・計画及び進捗状況の点検を行うととも

に、外部専門家・有識者等の意見を聞いて成果の評価を行い、その結果は研究資源

の配分に反映させるとともに公表する。

、 、 、③ 評価項目 評価基準を定める等公正さを確保しつつ 研究職員の業績評価を行い

その結果は処遇、研究資源の配分に反映させる。

２ 研究資源の効率的利用

① 中期目標達成に有効な競争的資金には積極的に応募し、研究資源の充実を図る。

② 研究資源の効率的・重点的な配分を行う。

③ 施設・機械の有効利用を図るため、共同利用に努めるとともに、共用等が可能な

機械については、その情報をインターネットを介して広く公開する等、有効かつ効

率的利用に努める。

３ 研究支援の効率化及び充実・高度化

① 高度な知識及び技術を有する研究支援者の計画的な配置、職務に応じた任用や処

遇のあり方を検討するとともに、これら職員の資質の向上に努める。また、現業業

務に携わる職員については、一層の資質向上と併せて、管理的業務・専門的業務へ

の重点的な配置を図る。

② 特許、品種登録等の知的所有権の取得・移転に係る支援態勢を強化する。

③ 農林水産省研究ネットワーク等を活用して、研究情報収集・提供業務の効率化、

充実・強化を図る。

④ 施設、機械等の保守管理については、業務の性格に応じて外部委託に努める。

４ 連携、協力の促進

（１）他の独立行政法人との連携、協力

他の独立行政法人との役割分担に留意しつつ、研究目標の共有、共同研究、人事

交流を含めた連携、協力を積極的に行う。
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（２）産学官の連携、協力

① 国公立機関、大学、民間、海外機関、国際機関等との共同研究及び研究者の

交流等を積極的に推進する。

② 研究を効率的に推進するため、行政との連携を図る。

③ 科学技術協力に関する政府間協定等を活用し、先進国等との共同研究を推進

する。

④ 国の助成により公立機関等が実施する研究等への協力を行う。

⑤ 毎年定期的に、関係独立行政法人、行政部局、都道府県等の参加を求めて、

専門別、地域別に研究推進のための会議を開催し、相互の連携・協力のあり方

等につき意見交換等を行う。

５ 管理事務業務の効率化

事務の簡素化と迅速化を図るため、ＬＡＮ等を有効に利用するとともに、会計処理、

発注業務の電子化を進め、事務処理に係わる新たなソフトウエア等の導入を行う。

光熱水の節約等により、管理経費の節減を図る。

６ 職員の資質向上

、 、① 業務上必要な各種の研修に職員を積極的に参加させるほか 必要な研修を実施し

職員の資質向上に努める。また、業務上必要な資格取得を支援する。

② 各種制度を積極的に活用し、職員の在外研究の機会の増加に努める。

③ 博士号の取得を奨励し、適切な指導を行う。

（略）
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Ⅶ その他農林水産省令で定める業務運営に関する事項

（略）

２ 人事に関する計画（人員及び人件費の効率化に関する目標を含む ）。

１）人員計画

（１）方針

管理業務の効率化に伴う適切な職員の配置に努める。また、重点研究領域への職

員の重点配置等を行うことにより、研究業務の効率的、効果的な推進を行う。

（２）人員に係る指標

期末の常勤職員数は期初を上回らないものとする。

（参考：移行職員相当数2,839名、期末の常勤職員数2,742名）

（参考：中期目標の期間中の人件費総額見込み１０３，５３７百万円

但し、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超

過勤務手当、休職者給与及び国際機関派遣職員給与に相当する範

囲の費用である ）。

２）人材の確保

、 。① 職員の新規採用については 国家公務員採用試験の活用及び選考採用により行う

研究職員については任期付任用の拡大を図る。また、中期目標達成に必要な人材を

確保するため、ポストドクター等の派遣制度を活用する。

② 広く人材を求めるため、研究を行う職については公募の導入を図る。



農業技術研究機構の自己評価の流れ

１．それぞれの会議で何をやって何を出すのか（何が出てくるのか）
２．出てきたものを機構評価委員会に向けてどう整理するのか
３．年度計画、年度報告にどのような手順で具体化させていくのか
４．プロジェクト研究等予算要求に向けてどう対応していくのか

技術会議事務局 機構本部 研究所

研究調査室報告（１２月）

成績・計画検討会【 】委託プロジェクト骨格案 達成状況、成果
（１月）

計画等
達成状況、成果プロジェクト研究

推進評価会議
計画・予算配分（１～２月）

報告書
達成状況・成果・計画

推進会議
（２月）

・重要研究問題
・研究推進方針

達・主要成果の評価
戦略方針 成地域農業研究推進方策 ・プロジェクト化課題

状競争的資金応募課題
況15年度プロジェクト課題

区分 地域 専門 共通 ・（ 、 、 ）
計
画報告書

↓ 等

総 括（３月中旬）

＊ ① ②
年度報告・次年度計画案

（３月上旬）

達成状況・計画

機構年度報告・次年度計画
予算要求（３月末）

研究所評価委員会技会予算案
（４～５月上旬） （４月）

【 】評価基準の公表
↓

機構評価委員会独法分科会評価
（７月） （６月）

＊①： 戦略方針
②： 新たな交付金プロジェクト案



平成１４年１月１１日

プレスリリース

独立行政法人

農業技術研究機構

理事長 三輪 睿太郎

研究職員を対象に初の業績評価を導入する

農業技術研究機構（農研機構）は、我が国の農業技術開発の中核として基礎

から応用までの幅広い研究を実施しています。農研機構では、研究開発を円滑

かつ効率的に推進し、活力ある研究活動を促進していくために、１４年度から

１３年度業績を対象に農林水産試験研究を行う独立行政法人では初めて、個々

の研究職員を対象に新たな業績評価制度を導入することにしました。現在、細

部について調整を行っているところです。

新しい制度では、研究成果の実績に加え、課題遂行上の創意工夫や努力、さ

らには企画立案、研究指導、研究支援、その他の社会的貢献等の関連する活動

も対象として、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃの４段階で評価を行います。

特に、研究成果の実績については、技術開発、科学・学術、広報・普及、受

賞等の評価項目に分け、各々の成果に基本点を与え、定量的に評価する工夫を

施すとともに、これで評価できない質的な面については加算点を与える独自の

方式としました。また、単なる合計点のみではなく、それぞれの評価項目にお

いて特に優れているものについては、それを高く評価できるものとしました。

さらに、この制度では、研究職員の自己評価を基本に、評価者である研究部

長等の管理職と本人の面談、業績評価委員会での審議、評価結果の本人への開

示、評価結果に対する意見申立など、納得性を担保し、公正で透明な評価ルー

ルを整えました。

なお、研究部長等の管理職員についても、担当部署の研究職員業績及び指導

性、産学官連携研究の促進、その他社会的貢献等について自己評価をもとに研

究所長が評価する制度を導入します。

【添付資料】 業績評価の概要（研究職員の場合）

【問い合わせ先】 独立行政法人 農業技術研究機構

研究管理官 家常 高

Ｔｅｌ ０２９８－３８－７６９８

Ｆａｘ ０２９８－３８－８９８９

本資料は、農政記者クラブ、農林記者会にも配布を行っています。



評　価　値
評価コメン
ト

・特記事項

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

 　　研究成果の実績の総合評価

　1）研究の企画立案、研究指導

　2）業務支援・研究交流支援

　3）基盤業務の遂行

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

　　研究推進上の貢献の総合評価

業績評価の概要　（研究職員の場合）

評　価　項　目　（貢献・研究成果の内容例）

       課題遂行上の貢献　（課題を遂行する上での創意工夫や努力などを評価する）

研
究
成
果
の
実
績

 技術開発面の成果　（品種育成、特許、主要研究成果等）

 科学・学術面の成果　（原著論文等）

 広報・普及面の成果　（公刊図書、講演等）

 学会賞等特記すべき成果　（学会賞、博士号取得等）

全体の総合評価

研
究
推
進
上
の
貢
献

Ⅰ
所運営上
の貢献

 生産者・消費者への貢献

 行政への貢献

 産学官の連携、協力への貢献

研究所運営への貢献を
評価する

社会的貢献を評価する

研究所および農研機構の関わる研
究分野全体の研究推進に関わる貢
献について評価する

単なる評価点数の合計だけではなく
それぞれの項目において得に優れた
点がある場合は積極的に評価する

点数化による
定量的評価

4段階*）による
定性的評価

4段階*）による
定性的評価

評価の
根拠等を
コメント
する＊）

 Ｓ：特段に
 　　優れている

 Ａ：優れている

 Ｂ：一定の実績が
　　 認められる

 Ｃ：なお努力が
　 　必要

　　(研究推進上の
　　貢献では、貢献
　　の実績が特に
　　ない場合、
　　空白とする）



平 成１３ 年 ８月２０日
農 業 技 術 研 究 機 構

研究部長等の登用における公募制の導入について

１ 目 的

研究部長等（相当職を含む。以下同じ ）は、現場に最も近い研究。
管理者として、特定分野の研究の推進リーダーの役割をはじめ、多様
な研究ニーズの把握、研究の重点化のための予算配分、研究評価、要
員配置等、研究推進や運営に重要な役割を担っており、その役割は、
今後、ますます大きくなると考えられることから、高度な資質を持っ
た人材を確保するため、透明性の確保に配慮しつつ、広く機構内外よ
り人材を求める公募制の導入を図る。
なお、公募制については、中期目標、中期計画及び年度計画におい
てもその導入を図ることが定められている。

２ 公募の対象

公募の対象は、定年退職等により欠員となることが見込まれる研究
部長等のポストとする。

３ 公募の方法

（１） 研究所責任者（研究所責任者とは「研究所を担当する役員又
は研究所を担当する役員が置かれていない研究所の所長」を言
う。以下同じ）は公募計画を作成し、理事長に提出し承認を得
る。

（ ） 、 。２ 研究所責任者は 公募計画に基づき募集要領を定め公募する
（３） 公募期間は、約１か月とする。

４ 選考方法

（１） 研究所責任者は、候補者の選考に当たり「研究部長等選考委
員会（仮称 」を設置する。）

（２） 選考委員は、研究所責任者が指名する者及び本部研究管理担
当理事をもって構成する。

（３） 研究所責任者は、選考委員会を開催し、応募者に対し書類及
び面接により審査を行い、最適任と認められる者を候補者とし
て選考する。

（４） 研究所責任者は、選考結果等を理事長に報告する。
（５） 理事長は、報告に基づき、研究部長等を決定する。

５ 実施時期

平成１３年度から実施する。



農業技術研究機構における研究部長の公募

Ⅰ．果樹研究所における公募結果

１．公募ポスト：生産環境部長

２．公募期間：平成１３年９月２５日～１０月２４日

３．公募方法：関係機関等への郵送、技会事務局及び農研機構のインターネッ

トホームページ掲載

４．公募結果：

（１）内外から２名が応募

（２）果樹研究所に設置された研究部長等選考委員会における厳正な審査の結

果、岡山大学資源生物科学研究所の村井 保助教授（５２歳）を、平成

１３年１２月１日付で任用

Ⅱ．今後の公募予定（平成１４年４月１日付）

１．公募ポスト

（１）中央農業総合研究センター 農業情報研究部長

（２）中央農業総合研究センター 虫害防除部長

（３）畜産草地研究所 放牧管理部長

（４）畜産草地研究所 草地生態部長

（５）北海道農業研究センタ－ 畑作研究部長

（６）九州沖縄農業研究センター 総合研究部長

（７）九州沖縄農業研究センター 地域基盤研究部長

２．公募期間：平成１４年１月９日～２月８日

３．公募方法：関係機関等への郵送、技会事務局及び農研機構のインターネッ

トホームページ掲載



１－４）ターゲットに即した活動

５つのターゲットに即した研究「活動」

・展示・行事・イヴェントの重視

・生きた研究成果の一般人への伝達

（試食・販売機会の増加）

・地域児童教育への積極的な参画









４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 総計
機構 www.nato.affrc.go.jp 29,870 69,258 203,888 121,161 108,056 101,947 128,731 129,426 178,060 192,687 1,263,084
中央農研＊1 narc.naro.affrc.go.jp 4,169 75,294 260,155 396,251 777,346 332,875 361,844 344,519 323,366 378,257 3,254,076
作物研＊1 nics.naro.affrc.go.jp 19,108 42,380 49,195 110,683
果樹研 fruit.naro.affrc.go.jp 235,012 238,752 249,495 257,734 321,156 291,324 283,709 301,848 2,179,030
花き研 flower.naro.affrc.go.jp 795 2,196 4,755 6,000 7,821 10,834 10,616 10,971 12,267 66,255
野茶研 vegetea.naro.affrc.go.jp 68 45,427 132,395 151,198 126,239 141,571 111,243 109,059 134,023 951,223
畜草研　＊2 nilgs.naro.affrc.go.jp 341 2,851 7,700 9,674 7,668 20,650 59,543 104,902 179,992 393,321
畜草研・筑波＊2 nilgs.naro.affrc.go.jp/TSUKUBA/ 91 34,378 19,326 17,807 15,442 20,034 20,422 46,136 48,825 222,461
畜草研・那須＊2 nilgs.naro.affrc.go.jp/NASU/ 2 118,187 202,725 207,034 182,207 204,851 168,166 133,982 135,418 1,352,572
畜草研・御代田＊2 nilgs.naro.affrc.go.jp/MIYOTA/ 2 3,142 6,607 7,696 7,867 9,786 6,214 7,031 5,524 53,869
動衛研＊2 niah.affrc.go.jp 29 260,399 453,447 422,369 389,042 1,993,199 3,219,127 1,064,493 858,604 722,974 9,383,683
動衛研九州支所＊2 www.sat.affrc.go.jp 53 41,140 91,505 80,917 82,586 100,008 268,025 4,270 112,636 116,340 897,480
北海道 cryo.naro.affrc.go.jp 7,783 144,710 148,863 173,637 152,597 174,139 179,553 19,709 198,048 1,199,039
北海道畑作＊3 cryo.naro.affrc.go.jp/mmr/ 759 13,635 12,745 8,325 7,083 7,492 6,692 4,583 5,036 66,350
東北　＊2 tohoku.naro.affrc.go.jp 1,163 2,048 15,938 19,997 48,235 59,454 542,804 565,267 561,495 1,816,401
東北・大曲＊2 www.omg.affrc.go.jp 12 8,630 28,507 27,119 21,553 34,812 31,986 51,431 52,542 256,592
東北・福島＊2 www.fk.affrc.go.jp 35 5,968 19,209 19,721 18,785 24,633 17,408 16,979 18,565 141,303
近畿中国　＊2 wenarc.affrc.go.jp 12,653 140,135 182,838 176,581 170,795 209,821 235,487 300,489 299,734 1,728,533
四国センター＊2 www.skk.affrc.go.jp 2,380 57,332 66,187 73,556 66,751 78,682 85,719 73,801 79,747 584,155
近畿中国・綾部＊2 www.aya.affrc.go.jp 389 2,257 4,414 4,859 5,271 7,559 7,478 8,149 8,900 49,276
近畿中国・大田＊2 fruit.anim.affrc.go.jp 69 459 3,909 7,208 6,340 8,444 9,061 8,809 9,867 54,166
九州 konarc.naro.affrc.go.jp 36 334,858 393,143 384,407 449,941 357,673 465,356 470,661 552,154 611,121 4,019,350
総計 34,157 807,491 2,218,505 2,499,975 2,966,878 3,988,090 5,777,001 3,816,193 3,812,207 4,122,405 30,042,902

このアクセスログの集計は、本部・野茶研・北農研・九州研はpwebstatsを使用した。
他の研究所・センターは、１０月までは『eIQ LogAnalyzer日本語版』を使用し、１１月から
はpwebstatsを使用した。
＊1　中央農研のリクエスト数には、作物研の１１月１５日までのリクエスト数が含まれている。
＊2　本所・支所別に、ホームページを更新しているため、リクエスト数も本所・支所別に集計された。
＊3　以前は畑作研究部でホームページを管理していたので、アクセスログだけは別に集計している。
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